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二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

大
足
谷
二
八
九
の
一
・
二
八
九
の
二
・
字
瀬

戸
三
一
二
・
三
一
三
・
字
川
向
七
三
七
・
七
三
七

の
二
・
七
三
八
の
二
・
字
野
林
三
一
〇
二
・
三
一

〇
五
の
一
・
三
一
〇
六
（
以
上
十
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
庁
及
び
岩
国
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）

第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
狭
山
都
市
計
画
狭
山

市
駅
西
口
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

市
街
地
再
開
発
事
業
の
種
類
及
び
名
称

狭
山
都
市
計
画
狭
山
市
駅
西
口
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業

二

事
業
施
行
期
間

事
業
計
画
の
認
可
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
二
十
四
年

度
ま
で

三

施
行
地
区

埼
玉
県
狭
山
市
入
間
川
一
丁
目
、
二
丁
目
及
び
三
丁

目
の
各
一
部

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
六
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
那
須
烏
山
市
大
木
須

字
水
穴
二
五
一
四
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
立
木
の

伐
採
を
禁
止
す
る
。

字
水
穴
二
五
一
四
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
那
須
烏
山
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
六
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
久
留
米
市
田
主
丸
町

地
徳
字
ク
グ
リ
ワ
三
四
七
八
、
三
四
八
〇
、
字
耳
納
尾

三
五
六
八
の
一
二
、
三
五
六
八
の
一
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

岡
県
庁
及
び
久
留
米
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
六
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
う
き
は
市
浮
羽
町
新

川
字
出
島
二
六
八
七
の
一
、
字
裏
迫
四
九
〇
五
の
四
、

字
外
輪
道
ノ
上
四
九
〇
六
の
二
、
四
九
一
四
の
一
、
四

九
一
四
の
三
、
字
桃
ノ
瀬
五
〇
四
四
の
一
か
ら
五
〇
四

四
の
三
ま
で

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

岡
県
庁
及
び
う
き
は
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
六
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
口
県
岩
国
市
錦
町
宇
佐
郷

字
小
足
谷
二
五
一
、
二
五
三
、
三
一
七
の
一
、
三
一
七

の
二
、
三
一
七
の
四
、
三
一
九
の
一
、
三
一
九
の
二
、

字
大
足
谷
二
八
九
の
一
、
二
八
九
の
二
、
字
中
ノ
原
三

一
一
、
字
瀬
戸
三
一
二
、
三
一
三
、
美
川
町
四
馬
神
字

川
向
七
三
五
か
ら
七
三
七
ま
で
、
七
三
七
の
二
、
七
三

八
の
一
、
七
三
八
の
二
、
七
三
九
、
七
四
二
の
一
、
七

四
二
の
二
、
七
四
三
、
七
四
四
、
三
〇
二
八
、
字
野
林

七
四
六
、
三
一
〇
二
、
三
一
〇
五
、
三
一
〇
五
の
一
、

三
一
〇
六
、
字
白
ツ
ヱ
三
〇
七
〇
、
三
〇
七
一
、
三
〇

七
二
の
一
、
三
〇
七
二
の
二
、
字
白
ツ
ヱ
ノ
日
浦
三
〇

七
三
の
一
、
三
〇
七
三
の
二
、
三
〇
七
五
、
三
〇
七
六

の
一
、
三
〇
七
六
の
二
、
字
米
川
こ
ふ
三
〇
七
七
、
三

〇
七
八
、
字
上
ミ
や
け
三
〇
八
一
の
一
、
三
〇
八
一
の

二
、
字
中
や
け
三
〇
八
二
、
三
〇
八
四
か
ら
三
〇
八
六

ま
で
、
三
〇
八
七
の
一
、
三
〇
八
七
の
二
、三
〇
八
八
、

三
〇
八
九
、
三
〇
九
一
、
三
〇
九
二
の
一
、
三
〇
九
二

の
二
、
三
〇
九
三
、
字
水
お
ち
三
〇
九
四
、三
〇
九
五
、

字
白
ツ
ヱ
か
げ
三
〇
九
六
、
三
〇
九
七
、
三
〇
九
九
、

三
一
〇
〇
、
字
石
コ
ロ
ビ
三
一
二
六

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鳥
取
県
日
野

郡
日
野
町
本
郷
字
大
石
[
二
一
二
三
の
三（
国
有
林
）

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

二
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鳥
取
県
日
野

郡
日
野
町
本
郷
字
天
王
行
岸
六
二
九
の
四
か
ら
六
二

九
の
一
〇
ま
で
・
六
二
九
の
一
三
・
六
二
九
の
一
四

（
以
上
九
筆
国
有
林
）

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊

の
防
備

`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
五
号

石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
開
発
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
の
実
施
し
た
長
島
Ｓ

Ｋ
e

一
Ｄ
号
井
に
係
る
探
鉱
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
油
層
に

属
す
る
地
下
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
認
定
し
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

北
緯
三
十
八
度
〇
分
四
十
六
・
八
〇
九
秒
、
東
経
百
三

十
九
度
十
八
分
五
十
四
・
三
六
八
秒
（
世
界
測
地
系
）
を

中
心
と
す
る
半
径
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
円
内
の
区
域
の

直
下
の
深
度
千
三
十
一
・
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
千
三
十
九
・

八
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
に
存
す
る
ガ
ス
層
に
属
す
る
も
の

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
六
号

石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
開
発
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
の
実
施
し
た
西
片
貝

Ｓ
Ｋ
e

一
Ｄ
号
井
に
係
る
探
鉱
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
油
層

に
属
す
る
地
下
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
認
定
し
た
の
で
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

北
緯
三
十
七
度
二
十
一
分
十
八
・
〇
七
三
秒
、
東
経
百

三
十
八
度
四
十
五
分
二
十
二
・
三
四
五
秒（
世
界
測
地
系
）

を
中
心
と
す
る
半
径
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
円
内
の
区
域

の
直
下
の
深
度
四
千
百
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
千
二
百

四
十
六
・
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
に
存
す
る
ガ
ス
層
に
属

す
る
も
の
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